
飛鳥寺遺跡模型・川原寺伽�f.f.復原模型
建造物研究室・平城宮跡発掘調査部

当研究所Ii, JIH＆地方において， II？｛和30{1：＝：から32午にかけて11りる寺跡， ff3稿］32{1三から33年

度にかけて川原子l湖、のfoWi訓究を災地ーした。 本イ｜ご肢はこの調子ピのj反日：をもとに冊子i°＇のt1t\1.（を

製作することが文化庁で決定され，jjV;γ；IJ＇については%。の泣跡校』そl，川原.＇1・については%。。

の伽lo/.Z復原枚ι＇IJ.を作った。 この事業は文化庁記念物語11所管の予知ーによるものであるが， 設計

および突施についての指導をすべて研究所がおこなったので， 以下に概制作を述べる。

飛鳥寺遺跡模型 発掬i調査実施当！日！j,のi立構及びその周辺の状況を表示し，i立桃と伽東配置

が理解できることを目標とした。 製作範聞は石政広場から講堂に至る南北205m， 東四回廊

から四門に至る東西145mである（模型災寸4.lm ×2.9m）。 材料は木材を台とし， 表而・細部

を樹脂成形し， 十分質感を表現できるよう彩色した。

発侃は伽！%；主要部分についてはほぼ全域にわたっているものの， 而制的には製作範!Illのl

訓強に過ぎず残り9割弱は未発掘j也の水EB・畑・宅地などのため， 虫II向にすればillWt位ι；1.と

しての効果をあげ得るかの表現方法に苦心を裂した。i立椛fftl分については尖初I］図・写真なと

の資Hにもとづき正確に表示したが， 1m辺のj也形mi分については｝］！物や樹木を立体的に作っ

た場合， かえって全体として逃椛部分が引き立たなくなると考えられたので， 省略ゃ抽象な

との手法をti] L、た。

川原寺伽藍復原模型 この悦型は川原子i°＇伽舵主要ililと市大川市の陥寸ー北l"J・築地までを製

作随聞とした（枚目！実寸2.3m ×l.3m）。（!Jumi主要部については建物の佐原をおこない， 前大｜ “ l

よりffHi両手tオtl"JまでのIUJは遺跡模型及びj也形脱却とした。 これまでに我々は平以官関係で，

%。。の宮全版恐！定復原枚ー型を， また弘oで朱雀1111. 内真正殿， i:VJ集殿などの�1型を製作して

きたが， %。。で寺院仰！日！：全体の復原悦却を作るのはこれが初めてである。 この悦n�は従来の

Yioの模型とは異なり， ti：口， 継手などの制部及び内部桝造まで復原することは不可能なの

で， 建物外観については部材など正確を期したが， 内部は箱造りとした。 材nは木来木村で

ある箇所は木材とし， 屋瓦， 斗扶等は樹脂を用いた。

ここでは今回設計した建物の形式を決定していった過程について簡単に述べる。 中金掌は

伽艇中第一級の絡をもっ建物であり， 川原寺が白肌WJの一級の寺院である点を考出し， 平.i1li 

形式などから重居’とした。屋板は入母屋， 容flllの両家を検討したが， 集中性を重視し， また

後に述べる中門を入母屋とした｜員:J.iillから，寄僚とした。 平而形式については身舎のIM問礎石

だけに地砲肢が付くことから， 回同 一1:tJ通りを吹き放ちとした。 この｜猿楽f:ili守金jiに見られ

るように災階が付く可
．

能性も考えられるが， 今戸lはこの裟を取らなかった。

E喜は三重と五重の二通りの場合を考えたが， 小金主主との釣り合いから五重とした0 ！.｛＼：と相

対する凹金堂は， 桁行に比べ梁行の小さい横長平岡iの建物で重府とは考えにくく， また，11金
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Ji�山守j自助；脱出・JIIJit（マ'i'flmW.iiWi;rn� '\I!

1：�：， 椛との釣り合いから考えても， •I•！岩から見た場合；fJ:J刊としたのではグォリウムか大きく

なり過ぎ， 適当でなL、。 ーブj iji府とすると， 0JJl1�＇..：全体の持J立而がJ;t\:' .-1
－
，金虫， i!!i金主とflliに

向かつて次第に低くなり， 建築併としてのがJり合いを失することとなる。 この前jプJの点を考

雌し， 最終案は 1.ji ｝冒とし， 屋棋をできるだけ大きくするため入母屋造とした。 またrf:i庭から

の月j途などから考え， Jま招提ぞJ＇金'.lit・にみるように正ITliー IBJ通りを吹き放ちとした。

1111"1は， 中金堂， 品目：， 凶金堂との釣り合い及び南大門とのIr.I係において， ljiJ門， ill：用の場

合についていくつかの築をつくり比蚊倹汗した結果機門とした。 この理i:t，は， 中l"J平田はm

大川のそれより小さいが， Ji"-)曹としたのでは回廊及び回/fi[i内の建物との釣り合いを 考 え た

Ji!j：， 余りにも貧弱となりすぎるからである。 また法隆寺rJ-•l''Jのような軍用とすると， 梁1::1が

狭いためかなり無理をしても形がとれず， ！）！：に図版Iiとの納まりもうまくt 、 かなし 、。 川JJfl弓J＇の

場合は梁1::12 H\Iであって， 必ずしも弔問とは考えられなし ‘が， ， 1」1”lの位i丘に「ロウモン」と

いう小手名が残っていることをも考え合わせ楼l"Jとし， H似は入母屋造とした。 次に耐火

l"Jは， 玉Ji·而が•1-'i"lより大きく， 磁石も大きいのでmJ,;'il“！とも考えられた。 しかし南大l"Jを

重j札 •l•l"J宮市府とする天平寺院の形式へ拶行するにしては， 当ミ与は ＇f-'-jUJに過ぎると考・えら

れたので市間以J]l.:itの八開l川としたO l11llti1iは後H\lが法liifr=11' 1lli院同lli1iとほぼ等しいので， 二 れ

川 I ｜記｜ 刊11 /Jj( ,'i・似1\1!,,'jlLJJj（悦J\1.！」；陀1111

にならった。

つぎに('.Y/J;jであるが， この －＇Iι1fri ti j）、1 (II.IIー 1::J'd'.'

'"-llti1iとし， 外fllll主ゴ 1Jjとするものである。 設計で

は｜旦lld1げ部分をも取り込んで， ， 1，央にtJI!を通す桃

j告とした。的JJjと｜旦III!fi・，1q：版[iとの11xり千l iき ms分

は彼維で， 様々な納まりが考えられるが， ここ

では1ll"f,:':i， 毘恨勾配をすべて等しくして11えもij'i.

純な納めプjをした。；拡掌はミ｜ι而規投ーもはっきり

しないが， 法隆寺大講堂を参考として設計ーし

た。封�·I委， 続放の迫椛は， 未調査で確認されて

いないので法隆守のものを悦し， 位置は全体の

釣りTfL 、を考！邑して配i白した。

1lqli;'(ilや組物などの刺II部については， 建物にA

・ B ・Cの桁（十けーをおこえE レ， ， 1，，到�（＼：の「·，：：；；

j'tJ.-.}j式」の本；1111りの巧・え）jを参考と し た。 ま

た， 川原－＼とほぼ同II＼代のj制的である法隆寺山
．

l淀の1tJ）.；， 柴山Iiヲはと略， ？｛i}.,'j'.j;王寺ヱ 1:.w:小He＼：， 伝

法堂1]ij」：rill物およひ
＇
｝古代の怒思手！？ 大師Ji）），｝仏殿凶

ゐ：とを参号・として ，没;tiーしf.:.o （ヲミIll 起』JI)
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